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理事長賞

内　容

医療安全管理者は以前より在籍していたが、居宅介護支援事業所のスタッフであったため、加算の算定に
は至りませんでした。
早川は、病院の安全文化のさらなる向上を見据え、2025年12月からの「医療安全対策加算2」の算定に
向けて、自ら先頭に立ち半年間にわたり医療安全管理者の資格取得に取り組み、見事修了・認定されまし
た。

医療安全対策加算2の算定にあたっては、厚労省が定める厳格な要件を満たす必要があり、その中でも特
に「医療安全管理者の専任配置」は重要な要素です。早川は通常業務と並行しながら、専門的な研修を
継続的に受講し、他職種との連携にも積極的に関与するなど、院内全体の安全対策推進において中心的
な役割を担いました。

いわき湯本病院
早川　幸江（薬剤部　科長 / 薬剤師）

医療安全管理者の資格を取得し、2025年12月より全病棟にて医療安全対策加算
2（175点）の取得ができるようになった功績。

（　MaD　／　鈴木　康仁　）

この取り組みにより、当院は新たに診療報酬の加算対象施設としての条件を満たす
ことができ、経営的な側面のみならず、患者さん・ご利用者の安全確保体制の強化
という本質的な成果にもつながっています。

早川氏の姿勢は、まさに「職員のプロとしての使命感」を体現するものであり、また、
BSCにおける「質の向上」指標の観点からも高く評価されるべき内容です。

以上の理由により、ここに早川を理事長賞の候補として推薦いたします。
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